
は
じ
め
に

経
営
企
画
部
及
び
財
務
部
に

係
る
質
問
に
つ
い
て
は
、
答
弁

す
べ
き
両
部
長
の
本
会
議
へ
の

出
席
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
文
書
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
た
。

－

市
民
窓
口
業
務
の

土
曜
日
開
設－

問

市
長
は
こ
れ
ま
で
住
民
票

の
写
し
な
ど
、
証
明
書
発
行
の

み
で
あ
っ
た
市
民
課
の
昼
休
み

窓
口
業
務
を
、
本
年
五
月
か
ら

転
入
や
転
出
に
伴
う
住
民
異
動

の
届
書
や
戸
籍
の
届
出
に
つ
い

て
も
取
り
扱
い
を
開
始
さ
せ
、

市
民
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い

る
。
市
長
は
先
の
市
政
運
営
方

針
で
、
市
民
生
活
に
深
く
関
わ

る
窓
口
業
務
を
土
曜
日
も
開
設

し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
明
言
し
て
い
る
が
、
現
在

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
予

定
は
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長
（
答
弁
書
）

窓
口
業
務
の
土
曜
日
開
設
に
つ

い
て
は
、
市
民
に
最
も
身
近
な

行
政
と
し
て
市
民
の
多
様
化
し

た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

市
役
所
は
よ
り
一
層
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
市

で
も
窓
口
業
務
土
曜
日
開
設
の

実
施
等
検
討
す
る
た
め
五
月
に

経
営
企
画
部
、
行
政
管
理
部
、

財
務
部
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

部
の
各
部
長
か
ら
な
る
「
窓
口

業
務
に
関
す
る
庁
内
検
討
委
員

会
」
を
、
ま
た
関
係
部
署
の
課

長
級
職
員
に
よ
る
「
窓
口
業
務

の
土
曜
日
の
開
設
等
に
係
る
部

会
」
を
設
置
し
課
題
整
理
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
本
庁
舎
で

の
窓
口
業
務
の
土
曜
日
開
設
の

年
度
内
試
行
実
施
を
視
野
に
入

れ
取
り
組
ん
で
い
く
。

－

多
重
債
務
者
対
策－

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

四
月
か
ら
毎
月
一
回
、
多
重
債

務
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法
律

相
談
を
開
設
し
、
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
多

額
の
借
金
を
抱
え
返
済
に
悩
み

な
が
ら
、
行
政
な
ど
の
相
談
窓

口
を
利
用
し
な
い
方
も
多
い
。

市
で
は
多
重
債
務
者
な
ど
の
借

金
問
題
を
抱
え
た
市
民
を
把
握

し
た
場
合
、
相
談
窓
口
に
行
っ

て
相
談
す
る
よ
う
、
具
体
的
な

案
内
を
ど
の
窓
口
で
も
行
え
る

よ
う
に
し
、
多
重
債
務
を
抱
え

る
市
民
の
救
済
に
つ
な
げ
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
当
局
の
取

り
組
み
を
示
せ
。

経
営
企
画
部
長
（
答
弁
書
）

庁
内
で
の
情
報
の
共
有
と
多
重

債
務
者
の
相
談
窓
口
へ
の
誘
導

等
に
つ
い
て
の
庁
内
連
携
を
図

る
た
め
、
収
納
、
相
談
業
務
を

担
当
す
る
所
属
に
よ
る
「
東
大

阪
市
多
重
債
務
者
対
策
庁
内
連

絡
会
」
を
設
置
し
た
。
多
重
債

務
で
悩
む
市
民
を
早
期
発
見
し

適
切
な
案
内
を
行
う
た
め
窓
口

担
当
課
長
や
リ
ー
ダ
ー
格
の
職

員
に
対
す
る
「
多
重
債
務
問
題

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
」
を
実

施
し
、
多
重
債
務
者
の
痛
ま
し

い
事
件
の
未
然
防
止
を
図
る
。

－

地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法－

問

こ
の
法
律
で
は
、
健
全
化

を
図
る
判
断
比
率
と
し
て
実
質

赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将

来
負
担
比
率
を
十
九
年
度
決
算

か
ら
公
表
さ
せ
、
二
十
年
度
決

算
か
ら
は
四
指
標
の
数
値
が
悪

け
れ
ば
財
政
の
早
期
健
全
化
や

財
政
再
生
団
体
に
な
る
。
本
市

の
四
指
標
の
状
況
は
ど
う
か
。

財
務
部
長
（
答
弁
書
）

現
時

点
で
の
見
込
み
は
全
会
計
の
実

質
収
支
は
赤
字
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
早
期
健
全
化
や
財
政
再

生
団
体
に
な
る
よ
う
な
数
値
に

至
ら
な
い
と
予
測
し
て
い
る
。

－

十
九
年
度
決
算
見
込
み－

問

昨
年
二
月
の
普
通
会
計
の

財
政
収
支
展
望
で
は
、
十
九
年

度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
三

カ
年
で
約
百
九
十
四
億
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

が
、
十
九
年
度
の
普
通
会
計
決

算
見
込
み
を
示
せ
。

財
務
部
長
（
答
弁
書
）

市
税

徴
収
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
増
収
、

職
員
数
減
員
に
よ
る
人
件
費
総

量
抑
制
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み

等
全
職
員
に
よ
る
経
費
節
減
の

努
力
に
加
え
退
職
手
当
債
の
発

行
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

累
積
収
支
で
は
黒
字
を
確
保
し

単
年
度
収
支
で
も
わ
ず
か
に
黒

字
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

本 会 議

の

質問から

－

市
長
の
人
材
育
成－

問

野
田
市
長
就
任
以
降
、
予

算
流
用
問
題
及
び
二
十
％
の
配

当
保
留
問
題
に
よ
り
議
会
は
混

乱
を
極
め
て
い
る
。
こ
れ
は
行

政
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
に
問

題
が
あ
る
た
め
で
、
行
政
の
長

と
市
幹
部
職
員
の
責
任
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人

は
堀
」
と
い
う
武
田
信
玄
の
言

葉
の
よ
う
に
、
立
派
な
人
材
が

市
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
、
よ

い
政
治
が
行
え
る
は
ず
で
、
再

度
、
二
重
三
重
の「
人
の
石
垣
」

市民サービスを向上するため、窓口業

務の土曜日開設が検討されています。

（市民課窓口）

公

明

党

個
人
質
問

西
田

和
彦

真
正
議
員
団

個
人
質
問

織
田

誠

野
田
市
長
が
実
現
し
た
平
日
の
昼
休
み
の
市
民
窓
口
業
務
拡
大
を
評
価

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
窓
口
業
務
の
土
曜
日
開
設
を
実
現
せ
よ

�
人
は
城
、人
は
石
垣
、人
は
堀
��
市
長
の
人
材
育
成
を
問
う

今
後
の
教
育
改
革
に
必
要
不
可
欠
な
学
校
長
の
権
限
拡
大

平成２０年９月１日東 大 阪 市 議 会 だ よ り第１５５号（３）


